核融合科学研究所の「重水素実験」について土岐市議会として調査検討をし、その間、協定書や同意書について調印を凍結するよう市長に要請する事を求める請願
土岐市議会議長　　　　　　
　　　　　　　　様　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　請願者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土岐市在住者　　　名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表　土岐市　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　和田悦子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紹介議員　
現在、当市と多治見市、瑞浪市及び岐阜県と当市下石町にある「核融合科学研究所」(以下核融合研という)との間で、研究所が計画している「重水素実験」について、安全協定書と実験を認める同意書等の締結に向けて調整中とのことです。
私たちは、この「重水素実験計画」について学習をし安全性と信頼性について大きな疑問を持っており、市民の代表である貴市議会に対し、その疑問点について説明、報告し、議会として調査確認をしていだくとともに、市長に対し、協定書、同意所等の締結を安全性、信頼性が確認されるまで凍結されるよう要請することを請願いたします。
以下の４点が、私たちが学習した「重水素実験」の大きな問題点と請願内容です。
1 貴市議会はかつて研究所誘致に際し「トリチウムを使用しない」という事を条件に認めており、「重水素実験」についてはトリチウムが発生し核融合反応が起きるという事を知らされていなかったという証言を当時の議員より伺っています。「重水素実験」の実施はこの議会認識に反しています

2 核融合研は「D-T実験」は行わない、重水素実験では、たまたま付随的に福産物としてトリチウムが発生し、核融合反応が起きると説明してきましたが、この説明に虚偽があります。重水素実験の主目的の１つは、この中性子による反応を研究することにありました。（資料１参照）
この点についても調査検討をしてください。
3 核融合研はチラシ等の中で「1回の実験で発生するトリチウムの量が最大でも1億ベクレルで放射性物質として扱う必要のない微量」と説明していますが、仮に1回はそうであっても、1日30回、火水木金と約6か月間行う　(最終3年間)予定で、説明が不誠実です。議会として調査確認してください。
4 トリチウムは、細胞の中の細胞核に入ればDNAを損傷する恐れがあると指摘されており、そのような問題を住民に一切説明しないのは全く不誠実です。トリチウムの危険性、安全性について議会として調査してください。

5 核融合研はトリチウム除去装置を設置するので、安心と説明していますが、トリチウム除去装置があるのは富山大学と茨城県東海村の原子力研究開発機構のトリチウム取扱い施設です。核融合研のようにLHDの装置(高温下)の中で実施された例はありません。核融合実験炉で実証された事実があるか、議会として調査確認してください。

1 安全評価委員会について、核融合研が人選し、核融合研の建屋内で行われ、核融合研が報酬を支払い、核融合研の身内が２人も委員として入っています。
他にも元動燃職員、いわゆる原子力村や核融合推進の専門家の人たちが過半数を占めています。これが公正中立な第３者委員会と言えるのでしょうか？　　議会として調査確認してください。
以上、核融合科学研究所の「重水素実験計画」の安全性と信頼性に対し、議会として十分調査検討していただくために、市が進めている協定書、同意書等の調印の凍結を市に求めてください。

